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農協組合長杯ゲートﾎﾟｰﾙ大会開催きれる
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Ｊ
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中
標
津
組
合
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
十
年
度
、
農
協
組
合
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

八
月
二
十
九
日
中
標
津
町
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
熟
年
会
員
の
交
流
と
親
睦
、

地
域
活
性
化
を
目
的
に
毎
年
行
な
わ
れ
、

当
日
は
、
十
チ
ー
ム
約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
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真剣なプレーに皆さん漢巨
ﾆコﾆコ

‐
且
ム
ミ
ｊ

Ｍ｝』］随
、
旧
旧
■
、
Ⅲ
川
呵
・
『

午
前
九
時
よ
り
開
会
式
を
行
な
い
、
佐

々
木
文
作
氏
の
開
会
宣
言
が
行
な
わ
れ
、

藤
井
弘
美
氏
の
大
会
長
挨
拶
、
続
い
て
南

出
参
事
よ
り
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
安

江
八
五
郎
氏
よ
り
審
判
長
注
意
、
太
田
俊

昌
氏
の
選
手
宣
誓
で
競
技
を
開
始
し
ま
し

た
。地
区
混
合
十
チ
ー
ム
を
抽
選
で
決
め
、

｜
｜
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
＋
試
合
の
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
優
勝
に
輝
い
た
の
は
相

沢
武
雄
さ
ん
チ
ー
ム
、
準
優
勝
・
遠
藤
幸

吉
さ
ん
チ
ー
ム
、
三
位
・
藤
井
弘
美
さ
ん

チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
雨
の
中
ご
苦
労

様
で
し
た
。 に
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中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより|吉報
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平
成
加
年
度
量
期
Ｈ
ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
（
マ
ス
コ
ッ
ト
）
第
一
位

新
た
に
ロ
ー
テ
ー
ト
デ
ュ
ー
ク
の
息
子
達
。

息
子
十
一
頭
と
一
番
多
く
、
次
い
で
マ
ス

コ
ッ
ト
八
頭
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
サ
ウ

ス
ウ
イ
ン
ド
が
五
頭
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
成
紙
で
は
、
プ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ー
、

サ
ウ
ス
ウ
イ
ン
ド
、
リ
１
ド
マ
ン
の
三
麺

で
七
通
計
以
止
占
め
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
マ
ス
コ
ッ
ト
が
多
数
加
わ
っ
た
と
一
商
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
は
、
非
常
に
良
く

似
た
血
統
が
評
Ⅲ
成
績
の
ｋ
位
を
橘
成
し

て
い
る
鞭
を
示
し
て
い
ま
す
。

極
雄
牛
が
成
績
で
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
小
昨
に
同
じ
血
縁
関
係
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
成
繊
ｋ
位
に

は
同
じ
父
親
を
も
つ
征
雄
牛
が
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
カ
ナ
ダ
で
は
Ｌ
Ｐ

Ｉ
ｆ
位
Ⅱ
卜
頭
巾
エ
ア
ロ
ス
タ
ー
の
息
子

が
十
二
頚
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
な
ど
の
ス
タ

ー
バ
ッ
ク
の
孫
だ
け
で
．
Ｉ
蚊
を
円
ぬ
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
親
交
配
で
は
乳
牛
の
健
峻
、
受
胎
性
、

活
〃
、
生
産
性
が
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
交
配
に
は
繩
雄
牛
の
評
伽
成
統

は
乳
牛
改
良
に
お
い
て
大
変
価
要
で
す
が
、

近
親
交
配
の
点
か
ら
も
血
液
を
老
臆
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
自
分
の
十
群
の
血
液

を
充
分
に
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
成

絨
は
、
家
滞
改
良
課
ま
で
。
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＝６￣て 直~マー
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へ
１
Ｎ
お
じ
ゃ
ま
し
た
の
は
、
水
俣
地
Ⅸ
、

が
Ｔ
・
Ｉ

杉
本
和
玄
さ
ん
宅
の
一
旭
搾
紙
い
っ
ぱ
い
の
女

』
凸
』
き
、

の
〉
ｒ
、
彩
季
ち
ゃ
ん
で
す
。
ニ
コ
ニ
コ
し

な
が
ら
き
ち
ん
と
ご
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

ま
し
た
。

彩
季
ち
ゃ
ん
は
パ
パ
の
和
玄
さ
ん
似
で
、

と
っ
て
も
色
ｎ
で
つ
ぷ
ら
な
朧
も
と
っ
て

や
Ｔ
二

Ｊ
□
か
わ
い
い
。
マ
マ
の
保
十
さ
ん
は
「
お

外
あ
そ
び
が
す
ご
く
人
好
き
で
ち
ょ
っ

ぴ
り
Ⅱ
焼
け
し
た
の
よ
」
と
笑
っ
て
橘
す
、

Ａ 

」ＩＦ国、

鍵

彩
季
ち
ゃ
ん
は
鞭
ま
れ
て
十
力
川
く
ら
い

で
歩
き
出
し
、
い
ま
は
、
お
家
か
ら
道
路

を
越
え
て
、
作
介
の
刀
ま
で
一
人
で
歩
い

て
い
っ
ち
ゃ
う
ほ
ど
だ
と
か
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
椎
了
さ
ん
も
笑
っ
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

彩
季
ち
ゃ
ん
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
ひ

ざ
の
ｆ
に
座
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
お
絵
か

き
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
マ
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
う
れ
し
そ
う
に
沸
い
て
み
せ
て

Mｌ 
Ｍ 

Ｈ， 

『

k杙
、､

i1i橇1！
吟

■ 

幸ちゃん旧ﾆﾖﾖ民司L寡EOa

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
彩
季
ち
ゃ
ん

は
、
お
外
に
川
て
お
気
に
入
り
の
遊
び
場

所
を
兄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
と

お
砂
場
で
し
た
。
彩
季
ち
ゃ
ん
は
す
ご
く

う
れ
し
そ
う
に
お
砂
場
で
遊
ん
で
い
ま
し

た
。杉
木
家
の
ア
イ
ド
ル
彩
季
ち
ゃ
ん
、
家

族
の
愛
怖
を
．
心
に
受
け
て
、
大
き
く
な

れ
。

号ご

ｲﾐ偶地区杉本和玄・保子さんご大典氏よ彩季ちゃん(1A瞳'0カ月）

おそと遊びだ-いすぎ.／

６ 



－厨四厘一．

型塞三劃'`!:壷菫嶌

農薬は安全に保管しましょう

北根室地区農業改良普及センター

①
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
、
涼
し
く
乾

燥
し
た
所
に
保
管
す
る

農
薬
は
庇
射
Ⅱ
光
に
Ｗ
た
る
と
変
匠
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
粉
剤
や
水
和
剤
の
よ
う
な
膿
薬
は

農
作
物
や
家
庭
菜
側
な
ど
に
利
川
し
て

い
る
腱
薬
の
禰
類
は
怠
外
に
多
く
．
物
搬

や
ハ
ウ
ス
の
隅
に
無
造
作
に
慨
い
て
あ
る

こ
と
が
多
く
足
ら
れ
ま
す
。

農
薬
は
比
較
的
澁
性
の
弱
い
も
の
で
も
、

肛
接
飲
ん
だ
り
触
れ
た
り
す
れ
ば
、
生
命

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
ｆ
供
や
農
薬
に
対
す
る
知
蔽
の
な

い
人
に
対
し
て
は
、
側
述
っ
て
も
触
れ
た

り
、
持
ち
出
し
た
り
で
き
な
い
よ
う
に
、

細
心
の
注
意
を
は
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

艇
漿
の
班
放
を
防
ぐ
た
め
に
、
鵬
艀
と

綴
理
に
は
、
次
の
点
に
配
慮
し
て
く
だ
さ

い
□

①
保
管
場
所
に
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る

農
薬
は
、
念
噸
や
納
臆
の
中
に
．
定
の

眺
所
を
決
め
て
保
繍
し
、
必
ず
カ
ギ
を
か

け
ま
す
。
弊
川
の
保
樺
応
を
川
適
す
る
の

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

御９９

￣ 

￣ 

④
除
草
剤
と
他
の
農
薬
と
区
別
し
て
保
管

す
る除
草
剤
が
、
殺
虫
剤
や
殺
悶
剤
に
混
入

す
る
と
、
思
わ
ぬ
薬
需
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、
敵
子
や
肥
料

と
も
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
容
器
の
移
し
か
え
は
し
な
い

農
薬
は
、
絶
対
に
他
の
雰
器
に
移
し
か

え
な
い
で
下
さ
い
。
牛
乳
ピ
ン
や
コ
ー
ラ

の
空
き
瓶
な
ど
、
飲
料
な
ど
の
雫
き
雰
器

に
聡
し
か
え
た
り
す
る
と
、
誤
飲
輌
放
に

つ
な
が
り
ま
す
。

地
而
や
床
に
肱
按
極
く
と
汎
気
で
砧
魔
が

扱
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
冷
掠
・

乾
燥
し
た
場
所
の
棚
を
ど
に
分
類
、
整
理

し
て
係
符
し
ま
し
ょ
う
。

|函

劃
Ｆ、；

鱈
'しｹﾞタす⑥うてノリ１１/〔保が旱⑥
ＩｉＩＩ１まぐ方。、表ｉｌｌｌを符表艇い最
行でたに－」｢し示で下状ボ薬も終
左は、医身いさす１，１態さのの有
つ、財者体もれ゜らでれうか効
て腱ＩＪＩのにのてなあてぺら年
し、薬法診異かいいれいル使月
ま。|下人察常らるこぱまな用に
す故ⅡををｌｌＵｉ有と、すどす注
･の（受感次効をイｉ・にる意
Ｉ１１１ｌ１けじＩＭＬ年保効こ雌･し
談雌また川１］iii［成れ終て
を’１１｝しとしにし分は有、
二綴よきま派てが迦効年
トセうはし感い蕊嚇年月
ＩＪｑン、よしるフパの）］の

－－ 

颪
財団法人日本中毒,情報センター

認|愚ダイヤルＱ２
(３分300円）

Q2利用制限施設原
（一律2,000円）

中毒110番

大阪 0990-50-2499 06-878-113ｺ 

つくば O990-52-989C 0鯉I8RH創1－９９９９

７ 

中毒110番 ダイヤルＱ２
(３分300円）

Q2利用制限施設用
(一律2､000円）

大阪 0990-.50-2499 ､6-878-1232 

つくぱ O990-52-9899 0298-51-9999 
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新
店
舗
の

オ
ー
プ
と

組合員の皆さまには日ごろ

Ａコープ中標津店をご愛顧賜りまして

誠にありがとうございますｂ

さて､大きな売場と、

広大な駐車場を完備した新店舗に

つきましては10月１０日のオープンに向

けて現在順調に建設が進んでおります６

，快適な買い物空間｣を持つ新店舗は、

ご家族でＩ快適なショッピングを

お楽しみいただける事をお約束します６

標
津

ろ
／
・｢＝なお､現在の店舗は９月30日をもって

閉店いたします６

J2趾
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門 鱸露鰕|芳率一言行二三
上Z⑭｣Ｍ０Ｌｗいり型

ロ

【オープンまでの主な予定》皆さまから募集した､新店舗の愛称は500人もの応募の

なかから「あるる」に決定されました。

ここにご協力をいただきました皆さまに、心よりお礼

申し上げます。

ＩＦ､． 
新店舗完成引き渡し

修祓式・落成祝賀会

新店舗オープン記念前夜祭｢あるる自

国福沢恵介チャリティー･コンサート
（左記･9ぺ一達参照ください）

９月25日

９月30日

１０月9日

愛称｢あるろ｣は､組合員や地域住民の皆さまに

愛される店として、

いい街がある。

いい人との出会いがある。

いい暮らしがある。

新鰕で安心な食品がたくさん｢ある｡ある」

■愛称発表会

（最優秀賞1人､優秀賞5人）

■豪華景品100組が当たるお楽しみ

抽選会

■社会福祉協議会への収益金寄贈式

新店舗オープンという意1床が込められています上 １０月１０日

８ 



('’１ 新しい駒－１s’ ご案内lliil職i－脚
／ 、

Ａコープ奥様貯金サービス券が、新しくお買い物カードシステムによるサービスに変わります。

あるるカードは組合員の皆さまのお手元には９月20日より順次郵送にてお届けいたします。
■－－■￣＝--￣■￣￣￣■￣￣--------■■￣￣■■￣￣￣￣￣￣戸一一一一－－－－－－－－■－－－－－－－－－－－－－－

新しくなる

お買物還元システムｶード

１０月１０日仕)のお買い物からご利用できます。

,爪
Ａ･CＯＯＰ 

凸

Ｉ占窒】

いい街いし､人 いい P四

ｒ可

あ ろ

熱卜
市

■タ
Ａコープ中標津店

現在ご利用の「奥様貯金サービス券」の発行は

９月30日をもちまして終了とさせていただきます

のでご了承願います。

※今迄の奥様貯金サービス券のI1711l1については、

１１２成lOilAll)]末11までと致しますのでＡコープ

店内で川意してあります台紙にⅡJiI)jllL協企融窓

１１へおI|'しllllfさい。

（そ』し迄は端数のシールも受卜↑致します）

●利用割戻しの内訳

◇IiIflﾉlでお買い｣もげ頂いた金額(呪金)をiii)|精算

し、中標津''１J農協辨辿｢１Ｍ:に振り込み逆元致し

ます。

(組合ｉ１，砿組finはお買い上げ金額の1パーセ

ント、殻のお蓉様は0.7パーセント）

※{ｕし、モスパーガーハ|;は|旗きます。
、 ノ

二ｍ

驫繍あるろ露 １０月Ｓ曰鬮

福沢恵介ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾝｻｰﾄ

札幌を拠点に活動中の現在注'1度100

％のシンガーソングライター。

・ｉｌＭ旗／｢後711f００分

（会場午後6時30分）

・会場芥塞大ホール

・入場料1,500円（前売りのみ）

・前売券版元光

ＪＡｉｌ１標ilnlT務所、Ａコープ''１標１１１

店、JAIiilスタンド､桜ケ丘スタンド

新店舗オープン記急

福沢惠、
チャリティーコンサート

回会廻

;言宴大ホーノレ
（中田印町翼3畳記1丁、】

皿前売券型Ｄ２ｇ１…↑

￥１，５００篭
麺鶏欝]'”|麺準圏圓‘蕊

ＰＲＯＦＩＬＥ 

一面apDZj壁FUT65hbo止卍
「土■■･幻Ooに｢」尹町口Ｕ片咀･n

ij1i鯨耀騨鐇
ｌＪｕでｒｐＦＴ･･ｐＦＰｄ詮ZIu3済qiLL
M1n■ＢＴ上人甘口叶い〃BPR几子■ｸﾞｶﾞｩ
ﾁﾞﾕｍＭｚｂユゥ｡｡■■君学且セウ
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鵜ii慧騨iii警篝Nil鑿
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新渥悠農基法を弾みに

三つの維鶯が創る2万世紀
可「

繊篝が趣世 顕iilIiiii ’
４
 

hＬ 

｛ｕｌＫＩき文るル,ＩへＩ価疋う行,（'9捲くいなのたの健股

i鱗Ｉ癖蝋騨耀輔；鱗iii蝋ｉｉ
坐iii４蝋ザポルボlMi鵬雌Ziiく,栂や騨洲鰍

ＩＦ＆ 

文餓堆のまＩＷｌ１ｌｉ１雌ズピ１な供しポ'１’’１tの
援撲機，K，すをな物マバどた－たんプ紀一
や滅側，Ｖ・アど１１１（１Ｌのち次ｏでのに３

ｉｉｉ鯉ii灘：雛ことた１１ｉ

け￣臼枇アいの比ハマミ腿うし収グを
人の飢股一きｊＪｌ１腿股｜洲トＭＦまりル２１

れ
に
取
り
細
み
ま
す
。
つ
ま
り
「
次
川

代
」
「
消
凹
打
」
「
ア
ジ
ア
」
と
一
‐
交
流
」

を
深
め
る
わ
け
で
す
。
こ
の
辿
勅
が
剛

解
さ
れ
る
よ
う
Ｊ
八
グ
ル
ー
プ
は
漸
励

し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
日
は
一
あ
ぐ
り
・

フ
レ
ン
ズ
の
日
」

「
３
つ
の
比
化
巡
励
」
と
と
も
に
、

Ｊ
八
の
活
励
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

fFへ

古Ｌ

〃
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
を
「
あ
ぐ
り
・
フ
レ
ソ
ズ
の

Ⅱ
」
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
排
せ
ニ

ッ
ポ
ソ
」
に
加
え
、
「
食
の
沁
気
は
、

Ⅱ
水
の
．
旭
剣
」
一
‐
未
来
に
続
く
人
地
の

忠
み
」
の
統
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

進
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
細
み
を
紹

介
し
ま
す
。

熱|塗l鵜霧li-透

虹の元筑は、日本の元気末崇に鏡く大地のiuIみ

－．.識ゼニヅポユＪＡグループ

1０ 

陸豊かな世界



暮
ら
し
の

知
秋こそ､草地の
雑草駆除のﾁｬﾝｽ｡／

「■

■ 

北根室地区農業改良普及センター￣￣￣ 

草
地
の
強
需
雑
箪
で
あ
る
ギ

シ
ギ
シ
や
地
下
髪
型
イ
ネ
科
雑

草
（
シ
パ
ム
ギ
、
リ
ー
ド
キ
ャ

ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
）
な
ど
は
、
稲

子
ば
か
り
で
な
く
地
ｒ
茎
で
も

堀
殖
す
る
た
め
、
地
下
茎
に
ま

で
投
透
移
行
す
る
除
草
剤
の
使

川
が
必
要
で
す
。
ま
た
秋
は
、

ギ
シ
ギ
シ
や
地
下
茎
型
イ
ネ
科

雑
草
の
栄
養
生
長
期
で
生
長
点

や
地
下
茎
へ
除
草
剤
が
移
行
し

や
す
く
、
雑
草
駆
除
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

将
に
地
下
茎
型
イ
ネ
科
雑
草

は
、
経
年
草
地
で
の
駆
除
は
悶

雛
で
、
翌
年
の
厳
地
史
新
の
た

め
秋
起
こ
し
を
計
画
し
て
い
る

〃
は
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
や
タ

ッ
チ
ダ
ウ
ン
な
ど
に
よ
る
耕
起

耐
放
布
が
打
効
で
す
。

効
果
的
に
除
草
剤
を
便
川
し

域
地
の
植
生
維
持
に
努
め
ま
し

よ
『
７
。

勇翰■－－－

０
１
－
乱
酔
十
町
Ｍ
界
い
■
‐

ｒ、

鍵F】

主な除草剤の種類と使用上の注意(ギシギシ類や地下茎型イネ科雑草対象）
１．維持草地のギシギシ類の除草

他１１１１２の注意薬fｌ 対象jYLjL 雌１１１時Iｕ １０３薬ＩｌｔｌＯａ水ILi

①高温時、峰I洞11雑の散ｲiiは縫ｲlﾐIYK地 １０月上～中旬 300-400Ｍ 80～10Ｍ 

避ける。

②it複散布は避ける。
③採草・放牧1lb:後の散布は

避ける。散Ylj後７ＨｌＢｌは

放牧･孫IYiは行なわない。

①秋散ｲijした牧iY[は飼料に

５)］ヒードイ'］ア 200～300IＩＩＣ s0-lOOc 

ジ

7濃縮析播Wrjm １０月上～中旬 200-300Ｍ 80-1001 フ

〆

に▼

しないく

典処理

．１番刈取り後で

雑IYf腿難後
（雑jVf化吉｣９１）

イネ科単播ｊ,![｣u」 ①イネ瀧ﾄﾘi縮Wi地に限る。３度 80～1０００ 

アルファルファ

絲年９１，１【｣|Ⅱ
（クローバに薬',';人）

②輿処理でもイネ科牧』YLへ
の''三行抑llil}少ない。

③散ｲＩｊ後21ＨＩｌｉｊ採埖・放牧
しない。

①他の作物へのＪ１魁散に洗怠
⑤散ｲlj後は器具を榊１１の洗
浄向'1ですぐ洗う。

"、

モ

秋処理

・２番刈取り～１０

月中旬

雑iWi展蕊後
（雑〕Ｍﾐ行)０１）

３９ 80～1000 

２．更新予定地のギシギシ類、地下茎型イネ科雑草や前植生対策

難名対象]Y[i山 雌lillIJFIv］ ｌＯａ薬ＩＩｔｌＯａ水+I｛ 使用上のiii葱

ラ単地史新予定地更新の10日以前５０()-70()iｉ１０５０－７０Ｃ①専川ノズルを使い水｣1ｔを
ウ

（雑,YLの樅ｱｱ機｣９１）または減らした方力効果【巧い。
アン

２５～５００ ソド（薬l1tlr1Iじなら機度が職
フ （Ｖｊｉｊｕノズノレ） し､〃が効果,『Hい）

単jlhmLI新~ｆ定地 更新の１０日以前 500-700,0 5０－７００ 

フ
古
／
ン
ｋ
Ｉ

ア
ソ
ブ

または(雑'VLのﾉl皇子fMiJl1I）

２５～5００ 

ＩＩＪj[川ノズル】

ダツ
ウチ……舅iii【鰯潔11,,,｢`0-伽'ⅧⅡ1黙

②耕起のlOH以前に散布す
ワ

<つＰ

ン

('ｊ｣[Ｊ１]ノズル】

1１ 

紫紺 対象JYL地 雌ＩＩＩＵ#期 ０３蕊1,ｔ ｌＯａ水11ｔ )11上の注意

アージラン

経ｲ1号１Vf地

７１ﾐ僻斬播iUr地

10月上～中旬

５)］ｉﾆｰﾄﾞｲ,｣ 

10月上～中旬

〕００～400,0

200～300,,0 

200-3(〕OmO

80～100C 

80-lOOc 

80-IOOc 

①高温時、峰I洞11#の散ｲiiは

避ける。

②iit複散布は避ける。
③採草・放牧1lb:後の散布は

避ける`：散Ylj後７ｆ１ｌＢｌは

放牧･採単は行なわない。

①秋散ｲｉＬた牧iY[は飼料に

しない。

ハーモ’－－

イネ科lil播Ｊ１,![｣山

アルファルファ

識年111【｣山

典処理

.’瀞Xlj取り後で

雑''|f腿繋後

(雑jYf'１ﾋﾞｻﾞ７J91）

秋処理

･２番刈取り～1０

月中旬

緋iYi展蝋愈後

<雑.Ｉｌ１ｆ化行)01）

３９ 

３９ 

80～1000 

8()～10()ｃ 

①イネ科ﾘi縮Wi地に限る。

(クローバに薬'$l;人）

②奥処理でもイネ科牧卓へ
の'1二f;抑llil}少ない。

③散ｲＩｊ後21ＨＩｌｉｊ採剛I・放牧

しない。

①他の作物へのＪ１魁散に１１:意
⑤散ｲlj後は器具を胡１１の洗

浄汀'１ですぐ洗う。

薬桝 kil象叶[地 随lil1MFIll］ ｌＯａ薬１，｛ ｌＯａ水城 使川_上の注意

フ

ウ

アン

ツド
フ

タッチ．ダウン

草地llZ新r定地

１V[地史所〕宅定地

更新の１０日以前

(雑WLのﾉ|ｾﾞﾃｧ艦｣１１１）

更新の１０日以前

(雑1V〔の'|:青IMI1期）

50()-70()mＯ 

400～600m！ 

50-70Ｃ 

または

25～5００ 

(-Vjﾘｕノズル）

,１０－６００ 

または

25-500 

(！｣[Ｊ１]ノズル）

①秤)１１ノズルを使い水｣1ｔを

減らした方力s効果[鈴､。

(薬l1Mrllじなら濃度が磯

い方が効果,『Hい）

②耕起の10[]以前に散布す
ワ

ィヮ｡
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蕊｛灘溌鷲、社し

毎
年
ひ
と
つ
の

金
星
を
目
指
し
て
目
標
設
定
。

r畠

今
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か
な
い
と
心
に
川
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
化
の
不
可
思
議
と
恋
の

怖
さ
と
蕊
哨
し
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

川
会
っ
た
行
年
は
地
元
で
は
名
の
あ
る

符へ

鞠蕊戦鱗i蝋
箪瀞蝿ﾄﾞﾙR聯
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楽しかつ膿業体験学習
」，」，

＿ニー＿ニー

火
小
学
校
丘
年
一
組
西
槙
裕
樹

僕
は
、
八
川
三
几
腱
業
体
験
単
習
で

板
補
さ
ん
の
家
に
、
泊
り
ま
し
た
。

ま
ず
雌
初
に
、
川
に
兄
学
を
し
ま
し
た
。

え
さ
を
牛
に
し
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
次
に

牛
舎
を
掃
除
し
た
り
、
え
さ
を
運
ん
で
小

に
上
げ
た
り
、
牛
を
迎
ん
で
き
た
り
し
た
。

初
め
に
、
ロ
ー
ル
の
一
番
上
に
ｋ
っ
て
か

く
れ
ん
ぼ
を
し
た
り
、
ボ
ス
に
ロ
ー
ダ
ー

で
ロ
ー
ル
ご
と
持
ち
ｋ
げ
ら
れ
ま
し
た
．

牛
を
述
ん
で
く
る
時
に
、
｜
言
う
躯
を
聞
か

な
く
て
、
迷
う
所
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
大

変
で
し
た
。
そ
し
て
夜
ご
飯
を
食
べ
て
た

の
し
か
っ
た
。

次
の
Ⅱ
に
ボ
ス
の
虻
を
几
た
ら
、
け
つ

の
割
れ
Ⅱ
が
や
ぶ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
ど

う
し
た
の
」
と
Ⅲ
い
た
ら
、
「
嘔
気
の
通

っ
て
る
線
を
ま
た
い
だ
ら
や
ぶ
れ
た
」
と

農
業
体
験
学
習

Ｈ１ 
■ 

Ｐ 

言
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
僕
た
ち

は
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

朝
早
く
、
起
き
た
の
で
眠
か
っ
た
け
ど
、

何
と
か
い
ろ
い
ろ
な
仕
取
を
や
れ
ま
し
た
。

朝
食
も
、
益
食
も
、
夜
食
も
お
い
し
く

て
ま
ん
ぞ
く
し
ま
し
た
。
汚
な
く
な
っ
た

の
で
、
お
駄
目
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
人
っ
て
楽
し
く
で
き

た
。
寝
る
時
も
み
ん
な
仲
良
く
渡
れ
ま
し

た
。
そ
の
Ⅱ
に
、
絵
を
描
い
た
。
あ
ま
り

に
も
上
手
す
ぎ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
絵
の
具
を
ぬ
っ
た
の
で
ち
ょ

っ
と
変
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
妓
後
の
Ⅱ
に
な
り
ま
し
た
。

雌
後
の
掃
除
を
し
た
。
楽
し
か
っ
た
。

そ
し
て
、
Ａ
コ
ー
プ
の
典
の
所
で
、
チ

ー
ズ
を
作
る
た
め
に
き
て
、
牛
乳
を
び
ん

に
入
れ
て
、
何
Ｎ
も
振
っ
て
、
振
っ
て
振

り
ま
く
り
ま
し
た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ
で

根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
第
十
四
回
小
学
生
農
業
体
験
学

習
が
、
夏
休
み
期
間
中
、
根
室
管
内
の
酪

農
家
に
入
り
、
生
活
と
労
働
の
体
験
を
通

じ
て
心
身
の
鍛
練
と
農
業
の
理
解
を
深
め

る
事
を
目
的
に
八
月
三
日
～
五
日
ま
で
実

施
さ
れ
、
管
内
各
小
学
校
か
ら
三
十
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
農
協
青
年
部
で
は
部
員
宅
一
戸
に
三

人
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
一
一
泊
三
日
の
農
業

体
験
で
の
思
い
出
を
作
文
に
し
て
も
ら
い

ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
Ｍ
回

小
学
生
農
業
体
験
学
習

乙可
束
小
学
佼
五
年
一
組
綿
貫
文
吾

八
Ⅲ
｜
Ⅱ
か
ら
、
農
業
体
験
単
習
を
し

た
。
ま
ず
は
中
央
会
に
粟
ま
っ
て
、
識
を
Ⅲ

い
た
り
し
て
、
そ
の
後
屯
に
乗
っ
て
、
そ

れ
か
ら
農
家
へ
行
っ
た
。

岐
初
は
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
す
ぐ
倣

れ
て
、
牛
の
所
に
行
っ
た
り
し
て
い
た
。

で
も
、
も
っ
と
憤
れ
て
、
農
家
の
人
の
一

人
を
ボ
ス
と
呼
ん
で
、
あ
と
、
巾
ボ
ス
と

大
ボ
ス
と
超
人
ボ
ス
と
呼
ん
で
い
た
。
そ

れ
で
、
ボ
ス
と
一
緒
に
行
っ
て
嘔
気
の
皿

る
と
こ
と
か
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。

そ
の
後
、
牛
に
え
さ
を
あ
げ
た
り
、
乳
搾

り
を
し
た
り
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
牧
草
の

祇
ん
で
あ
る
上
で
遊
ん
だ
り
、
子
牛
の
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
や
つ
も
な
で
た
り
し
て
、

あ
と
、
う
ん
ち
と
か
を
取
る
の
が
く
さ
か

っ
た
け
ど
、
牛
の
枇
括
が
出
来
て
う
れ
し

《
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
妓
初
は
い
っ
ぱ
い
で

き
て
、
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
帰
れ
る
と
思
っ

て
た
が
、
ち
ょ
っ
と
し
か
で
き
な
く
て
、

ち
ょ
っ
と
し
か
な
か
っ
た
け
ど
、
お
い
し

か
っ
た
。
パ
ン
に
付
け
て
お
い
し
か
っ
た
。

ザ
ン
ギ
が
Ⅱ
く
て
ち
ょ
っ
と
食
べ
れ
な
か

っ
た
。
残
っ
た
チ
ー
ズ
を
も
っ
て
帰
る
分

に
し
た
。
釧
食
の
時
に
、
ゆ
う
ず
け
料
が

牛
乳
を
凡
杯
と
、
麦
茶
を
い
っ
ぱ
い
飲
ん

だ
の
で
、
便
所
に
行
っ
て
ゲ
リ
を
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
僕
た
ち
が
川
愈
を
し
て
い

る
畔
に
も
ゲ
リ
を
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
お
じ
さ
ん
が
「
Ⅲ
陽
台
に
行

く
ぞ
」
と
一
一
回
っ
て
、
作
文
を
終
わ
っ
た
。

で
も
、
ゆ
う
す
け
満
は
ま
だ
低
叩
い
て
い
ま

し
た
。農
業
体
験
学
習

か
つ
た
。
そ
れ
か
ら
、
次
の
Ⅱ
の
朝
い
く

に
ｒ
牛
が
生
ま
れ
た
。
で
も
、
も
う
そ
こ

で
死
ん
で
い
て
、
親
の
牛
も
、
子
牛
も
か

わ
い
そ
う
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
他
の
子
牛

を
な
で
て
た
ら
い
き
な
り
子
作
が
下
を
な

め
て
、
手
を
川
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
で

も
、
あ
っ
た
か
く
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
他
の
子
牛
も
そ
う
や
っ
た
。
あ

と
、
犬
が
三
匹
い
て
、
三
匹
と
も
か
わ
い

か
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
｜
稀
元
気
な
や

つ
は
、
子
牛
の
飲
み
残
し
た
牛
乳
を
飲
ん

で
、
す
ご
く
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。
そ
の

犬
は
テ
ス
ヒ
ー
ロ
っ
て
、
牛
の
え
さ
も
う
れ

し
そ
う
に
ガ
ッ
ガ
ッ
食
べ
た
。

そ
の
Ⅱ
は
ボ
ス
は
会
社
に
行
っ
て
か
ら
、

二
人
で
、
ス
ケ
ッ
チ
し
て
、
牛
が
動
い
た

り
し
た
か
ら
柵
き
ず
ら
か
つ
た
。
で
も
、

ど
う
に
か
で
き
た
。
そ
れ
で
色
を
塗
っ
て
、

出
来
ｋ
が
っ
た
。
あ
と
、
牧
草
に
上
が
っ

た
時
、
牧
瀧
を
持
ち
上
げ
る
機
械
で
牧
收

の
上
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
ボ
ス
の
お
尻
は
、
地
試
で

ち
ょ
う
ど
二
か
ん
の
所
が
や
ぶ
れ
て
い
た
。

吃
弧
線
の
ｆ
を
ま
た
い
だ
ら
、
や
ぶ
れ
た

ら
し
い
。
そ
れ
で
、
雌
後
の
Ⅱ
、
と
う
と

う
帰
ら
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
た
か
ら
、

あ
ま
り
帰
り
た
く
な
か
っ
た
け
ど
、
小
と

遊
ん
で
、
帰
っ
た
。
他
に
も
ボ
ス
と
夜
の

散
歩
で
砂
山
に
上
っ
た
り
、
超
大
ボ
ス
と
、

畑
の
ハ
ウ
ス
に
い
た
へ
ビ
を
兄
た
り
し
た

し
、
夜
に
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
を
食
べ
た
後
、

ゆ
う
す
け
が
と
り
た
て
の
牛
乳
を
血
杯
ぐ

ら
い
飲
ん
で
ゲ
リ
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
小
ボ

ス
は
、
七
人
彼
女
が
い
て
た
の
し
か
っ
た
。

そ
れ
で
、
州
る
時
、
ま
た
板
備
牧
場
に
来

た
い
と
思
っ
た
。

'可
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開陽夏まつり｢ふるさとでいつぷく」

地
域
み
ん
な
で
つ
く
る
夏
ま
つ
り

俣落盆おどり
青年部俣落支部藤圧
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青年部開陽支部後藤田宏幸皆

８月１２日に第13回開陽夏まつりが開陽館うら駐車場

にて開催されました。

今年は、天気にも恵まれたくさんの人達が｢まつり」

に参加し、ジンギスカンを囲み楽しいひと時を過ごし

ていました。

また、その他の催し物としてカラオケ大会や開陽ウ

ルトラクイズ、そして豪華賞品が当るお楽しみ抽選会

などが行われました．

例年行なわれている俣落地区の盆おどり大会が、８

月１７日に俣落連合会、青年部俣落支部主催で、俣落小

中学校体育館において行なわれました。

今年は天気にも恵まれ、大勢の人達がビールや特製

おでん（？）などの味を楽しみ、また、ビンゴや旱飲み

などのゲームを楽しんでいました。盆おどりでは、手

作りのチャイナドレスで仮装した人など、毎年こった

衣装で、みなさんを楽しませてくれました。

－－－－－－ 
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行
な
わ
れ
、
大
人
・
子
供
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族
そ
ろ
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て
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
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。
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各
地
域
で
は
地
域
間
の
交
流
、
親
睦
を
深
め
る
夏
ま
つ
り
や
盆
踊
り
が

俵橋連合会盆踊り
青年部俵僑支部福嶋寿顕

武佐大盆踊り大会
宵年部武佐支部藤原智樹

８月１８日に俵橋連合会の盆踊りが開催されました。

【Ｅへ当日は大変天気も良く、俵橋はもちろん、俵橋以外の
地区からもたくさんの人が集まり大変盛り上りましね

俵橋青年部では､ビールやラムネ、焼そばやイカ焼き、
串焼き、チョコバナナ、輪投げの店を出し、盆踊りの

始.まりから終わりまで、休む問もないほどの大盛況で

沢山の食べ物も完売してしまいました。来年も今年以

上に盛り上がる様に頑張りたいと思います。鍛後に俵

橋盆踊りに協力して下さった中標津・武佐の青年の皆

様、本当にありがとうございました。また、盆踊りに

来て下さったＪＡ職員の皆様、各地区から来て下さっ

た皆さん来年も是非俵橋盆踊りに来て下さい。

毎年恒例の武佐大盆踊り大会が８月17日に武佐小中

学校校庭で行なわれ、青年部武佐支部も大和穀などと

一緒に出店をしました｡今年は特に前日の大雨のため、

当日が大変心配をしましたが、当日は天気も良くビー

ル、トロピカルサワーは大変好調な売れ行きで、串類

や焼ソバも完売をしました。また今年は新しいこころ

みとして、牛肉ステーキや、プロジェクターによるＴ

Ｖゲームは子供達に大変人気でした。また大花火大会

は夜空に大きく映り、郡部一の約三百五十人前後のお

客様が来場しました。
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今伺の出来事を紹介します。
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いボま幌天八Ｉ１１
ｌｌｌｌご硫峠の１１心「ｌ
のトを黄・中笑と水
一に食ｌｌｌｌ刑、施し大
1］飛べで陽摩さた学

#鱗#M'Ⅶ
まどで」こど゛１７.パ準
し爽驍識)(ポiiii
空繩糀'ﾘﾎﾞ鰯
蕊硴嚇,<霜
鳥人H(た・しI'ｲ'：，u、、た゜美川'ｉ卜を

Ｂで鵬援しし指チｊルポ
人チ八｜洲し、こたしｌで’八
会｜農か今信の゜元ム｜)ⅡルノＩ
結ム脇ら年逃人気約催大十
果がｉｌｊ六で中会い三さ会七
は１１１，チ六標はつｉｒｌＭＬが「１
げじ位Ｉ９ｌ回津、ぱ人、別、
のｌご位ムロ支|同１いが符海瞥
皿入、がの所実競参｜ﾉﾘｌｌｌ「内
リ｝）チ参｜)Ｈ、行技加か樹農
でま｜加催瀞委がしらゲ脇
すしムしと１ノリ員行、代｜炎
・た別、を農会を優表ト流
゜で農ｌ）脇がわ勝ニポゲ
俣協、がｊ里れを卜｜｜
落別、１１後催まＩ］｝Ｉルト

思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
に
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協
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し
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四
位
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・

第
６
回
管
内
農
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流
ゲ
ー
ト
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ー
ル
大
会
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〃〃〃〃,,』（室深海別別
''’１Ｈｉ１ｌ１西根別

鮒|鰍籠灘
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酪
農
実
習
生
バ
ス
旅
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さと乗小と
んとしＩＩＪ耐
のってがく
ユて農降こ
りも脇ると
が良Ｉｉｉｉｘか
１lxいを峡で
い尺川のき
て気発【I’ま
いに。、し
ま変小（た
しわ桁ス、１，

織：

'1ナト学なを的なれ
災八すつ机はわて八
会人るて察、れい，」
の￣７'#いす環また司
会うでるる境し女，
jｉししヨニ鑑た性，ｉ
まツた小と術。部１，

瓢wiiiM,が
剛：織繊
雛,鯛,＃
んらⅢ兄にみⅡ行さ

《

１
ｍ
ソ
の
花
を
満
喫
。

－－－＝－ 
■角

ん
ユ
リ
の
切
り
化
や
株
を
お
み
や
げ
に
求

め
て
い
ま
し
た
。
次
に
來
藻
琴
農
協
・
佐

藤
組
合
災
の
お
宅
を
訪
問
し
、
奥
さ
ん
の

稚
十
さ
ん
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
会

典
の
艀
さ
ん
も
熱
心
に
磁
問
を
し
た
り
、

花
噸
の
写
兵
を
搬
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
秋
の
収
挫
期
を
伽
に
、
沢
山
の
仲
間

と
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

女
性
部
日
帰
り
研
修
旅
行

二んなにたくさんの人が審加しました
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川崎市の会館｢とどろき」

1998年度

｢農民写真1霊』作品募集
2,000発の花火が夜空を彩る
第42回なかしくつ観光まつり

大地に携わる私達からのメッセージ

趣旨国際化の中において農業及び地域社会の大切

さ、日々の生活での豊かさ、自然のすばらし

さなどを私たちの目を通じ写真での表現。

へ作品募集中標津町農協広報係まで
平成10年１０月１０日〆切日

老若男女を問わず､ふるって自由にご参加ください。

サイズ四つ切り（題名記入）

作品展平成10年10月１５日-10月22日

会場しるくつと(中標津町総合文化会館ロビーにて）

主催写真趣味の会「大地」実行委員会

詳し<は小出まで（ＴＥＬ３－７１６５）

８月１４日夜の花火大会で幕を開け、１６日まで３

日間の日程で「なかしくつ観光まつり」が中標津

町総合文化会館前しるくつと広場で開催されまし

た。

花火大会は、午後７時30分より町営球場横の標津

川河川敷で行なわれ､2,000発が夜空を彩りました

が、最終日の16日は雨のため、一部の行事が中止

となり仮装盆踊りを文化会館内に移し、日本一の

綱引きもミニ綱引き大会に変更するなど熱戦が続

きました、

１１i;年はllll251IからlOpIill、『１１標i:１１Ⅲ｢と反交Mljlljであ

る)11崎市の公館「とどろき」ギャラリーで、写其交流を

することができました。

その''１でのコメントを少し紹介してみたいと思います。

●すばらしいABMit、たくましいlUL場の姿、大変うｵししく

兄せて頂きました。昨ｲﾄﾞ２)１ＭJ、Ｔｒのｉｉｉを訪ねた街

でしたので‐liWの感激です。

ｏ川l崎に住んで虹を兄た.'１FがあＩ)ません。すてきな虹の

’714でした。

●初'可のIiiiかな空気、そして冷たい空気、たくさん感じ

ました。北海道バンザイ／

●地域にねざして生きてゆく姿、感動して兄せて頂きました。

●1司然大好き／すばらしい写！〔と思いました。農業でﾉ|ミ

活ＩＰＩ米るように、もっと政府が{k,龍に脇ﾉJしてほしい

と思っています。

ユー、

可

るを※ｌ｣｝すとｒｉ１１１Ｉ千}て1,7七｜ノリ当状
販Ｉｉｉ－でるなな七三一」ｉｌ'］まおノＬｌＩ１Ｅｉり況１Ｆ
充に部前．おつ１．千束目’たり．）|ｉ十千は成
がし商年１，てjIULI京七三、ま七ＩＩｌｉ三五、几
進た系ｌｉ１］ン馬おＩリァＴ＃Ｔｌ－Ｔ＃膳す計にITI行七年
み蜷銘額ス鈴りＩ」［波］Ｌ目地。とよ￣］Ｌ）］産
、理柄とタしま三１‐し’'１二術ｉｉｉｉると卜末共
紘l11IiでなＩよす千１１１二１１．波イl昌進｜iiiトリ仮計

朏調;そ航。Ｗ雨藺〒11とＭ戦ii院
向と物い、粉Ｉｉイド万万へ下をはり年系粉
・み製まＴとトー五一二前二上前百同計の
ら造すノＬ競１リ下十十年百廻年三ｊＵＩ－販
れｊ91.77谷一ｂ１Ｉ］五二五つ比十千袋売
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第
六
回
理
事
会
の
経
過

ヘノＬ八ヒノv」LPL１三二一へ｜》Ｉ１ｌＨ
ｆｌｒ、協史、、家、い、、、新、、い、議催催
に常議及新生及乳てでで各一涜職て平決場，１

１lilii：ii騨蕊錨灘
螺li1擁灘：Ｍｈｗポ
ミ」'x'iw称Ilmii変込’１粥ｉｉｉｉｉｉｉｉ

溌鳫；饒鍾！;１
報て変て農ってて史つ

８月の組合目誌

１日ミルクキャンペーン

g／30まで
十ノＬ八七六五１１１三二へ二三

の、に術、、て、測、経、役、、、澱、報つ、、
IlJ’第つ耶艀Ｆ大馬結腸過’'１の膿１１人でとで告い析系
ＩＹ１十い業成根鈴Ⅱ&鈴に標選標根ん検ん事て店統
にこてへ十部しにしつ津任１１ｋ選粉討粉項Iilli鯛
つｌｉｌ１特イ{二会よつよい１１１ＪにｌＵＪ采の会１２ｖｌｌｌ１料
い化別度の・い・て原つ膿陽一の場店」(（
て海紫濡ル1ビてビ極い協操般経博準扱
道忠雄約農て畑業Ｉ１ｆ過編術拡
総対環にトト場作総勢に鼈下人
合策境つのの迎対過仁つ備定跡
玄一係い作作営策につい１Ｆ表策Ⅱｌ 

産の全て況卜１検協ついて業のに
典取施にｍｉ討議いての検つ
進扱設っ磯会全て］ＩＩＬｉｉｌい
会い鑑いﾌミの」ｉ業にて

３日第１回畑作対策協議会役員会

４日東電学園酪農実習受入式

６日伯爵まつり実行委員会I」 Ｅ可

第３回牛塵委員会

１０日第２回営農委員会回営農黍

１１日ホク 意見交換会レンとの

青年部消費拡大委員会部消費拡

12日馬鈴しよ振興会役員会

13日馬事同志会役員会

馬鈴しよ振興会役員会
二

１９日第４回生産委員会

一一一二十十卜トート卜十十’
１払｜・い卜十ｿＬ況八にヒリミ六化］Ｌ変１Jりい二二',i；一
三条Zて－，，に、つ、縦、瀬、更、て、、物、
、件、、貯給つ』{ｚい肉に販業下にケ乳と|さ撒新
役のす膿金ｉｌｌｌい成て牛つ充の成つう型乳去IIir
il変ぐ協惟所て１．セいＪＩＦ実１－いイ！}/Ｉ′'二１１鋪
U|：史る所進のイ1二ンて業施年てアＩ歴）ｉｊ外
修に食イｊの供度タ及仁度オ場状に術
につ，'1Ａ地取給七１びつ酪｜・柵1つ［
つい㈱のり状月１１Ｗ肉い農し牧にいＩ|「
いてと賃細況未定牛て経の舎ってに
ての１ＹみにｌＭｌｉ査セ満パのい伴
年契につ興産ン体ツ笈てう
賦約つい．１１：のタ青ケ紙地
金にいて業処１成にｉｌＩ
支って概分の強ジつ肺

新店舗建設委員会

青年部役員会

20日第２回管理購買委員会貝

25日青年部調査・広報委員会

26日伯爵まつり実行委員会

27日第６回理事会 、保弓１

28日全道共進会出品者打ち合わせ

31日女性部三役会

同志会府県視察打ち合わせ

概
況

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
天
候
の
見
通
し

三
カ
月
平
均
気
温
は
、
「
平
年
並
」
の
可

能
性
が
最
も
大
き
く
、
そ
の
確
率
は
瓜
。
訂

で
す
。

九
月

低
気
圧
と
商
気
圧
が
交
兀
に
遮
り
、
天
気

は
数
Ⅱ
周
期
で
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
気
温
の

商
い
日
が
多
い
兄
込
み
で
す
。

十
月

低
気
圧
と
高
気
圧
が
交
互
に
通
り
、
天
気

は
数
日
周
期
に
変
わ
り
ま
す
が
、
低
気
圧
の

通
過
後
は
、
寒
気
が
入
り
、
寒
暖
の
差
が
大

き
い
で
し
ょ
う
。

十
一
月

天
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す
が
、
低
気

圧
の
皿
過
後
は
、
冬
型
の
気
圧
配
撹
と
な
り
、

一
時
強
い
寒
気
が
入
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
た

め
日
本
海
側
の
地
〃
で
は
平
年
に
比
べ
鍵
り

や
雨
、
ま
た
は
雪
の
Ⅱ
が
多
い
見
込
み
で
す
。

ｓ
力
月
予
報
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一＄国ｏ二・閨

の１hJヨークＭ、500,9.900,8

ハー1Fヨーグラルト'001m’
●冷71ii品･品質保持期限１４日職

中標津で生産された搾りたての生乳を使毘

し、乳酸菌を数種類組み合わせて発酵させ

ています１

安定剤や香料を一切使用せず、何よりも目

然にこだわった、風味の高い飲むヨーグル

卜です。

Ｆ＝Ⅲ 

①
瀕
靴
、
丑
繭
鰐
耳
箙
礁
戚
回
議
叩
ｏ
識
擴
、
繊
畔
益
識
謂
溢
議
同
篭
議
、
円
山
目
、

①
刈
寵
Ａ
ｙ
・
召
型
、
、
丑
助
訓
車
Ａ
ｙ
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